
山口義行

カリキュラム��は裏⾯へ

立教大学名誉教授。2018 年３月まで 外務省参与として中小企業の海外展
開、関東経済産業局「新連携支援」 政策の事業評価委員長として中小企 業
連携支援にかかわる。2008 年以降 「中小企業サポートネットワーク」の 主
宰として、中小企業への的確な情 報の提供、経営者が主体的に参加す る勉
強会の開催など積極的に中小企業支援活動を展開している。

スモールサン ・ ゼミ
I K E B U K U R O

＜ビジネス環境の変化＞

今経営者に必要とされるものは .....

ゼミへ参加することで、“ 3つの力 ”を鍛えられます。

激動の時代を生き抜く
経営者のための勉強会

＜活動内容＞

＜コンセプト＞

スモールサンとゼミの活動

中小企業をとりまくビジネス環境が一変しつつあります。デフレから インフレへと時代
は大きく転回し、多くの中小企業が 40 年ぶりのコ スト高に悩まされている中、円安は
急進し、金融政策・財政政策もい よいよ変更を余儀なくされようとしています。さらに
はカーボン ニュートラルをはじめとする地球史的課題も容赦なく中小企業にその 対応を
迫ってきています。

・月 2 回の会員向けニュースの配信 ・
会員限定の定期勉強会「スモールサン・ 
ゼミ」やその他セミナーの開催 ・インタ
ーネットラジオの配信

「生き残る中小企業に必要な情報収集と ネ
ットワーク作り」を基本コンセプトに、 参
加メンバー自身が “運営” に携わり、中
小企業経営者が今こそ取り組むべき “3 つ
の力「”読む力」「問う力」「つなぐ力」の
向上、 “正しい” 情報の収集、専門家そ
して連携 できる仲間とのネットワークを作
り、激動 の時代を生き残る強靭な会社づく
りを実践 します。

正しい情報 情報を
読み解く力

幅広い分野と
 つながる

ネットワーク

読む力 問う力 つなぐ力
・時代を読む
・経営環境を読む 
・景気の先を読む

・自社の提供する商品や　
サービスの意味を問う

・自社の存在価値を問う
・会社の革新力の源泉

・他社との連携で知恵や  　　
　ノウハウをつなぐ
・付加価値の創造

北は北海道
南は沖縄まで

各地域で
運営されています

【ゼミ池袋の目的】   
本ゼミは、経営を「学」び、「考」え、「創」造し、「証」明するための研究をし、

すぐに実践できる力を得ることを目的とします。   
　※「ゼミ」は、全員で聞く「一斉講義」とは異なり、講師などを中心に比較的少人数のゼミ生で、

特定の専門分野やテーマについて深く学ぶ学習形式です。   
　※そのため、教示を受けつつもゼミ生1人ひとりの発言する回数が増えたり、

ゼミ生が主体となって研究を行ったりするという特徴があります。   
   

【ゼミ池袋のコンセプト】   
Let's Challenge！明日からの企業カイゼンとこれからの起業家を応援します！   
　※「発信力×伝達力」   ※わたしの知りたいことはなんだ？情報は知識の源！   

   
【ゼミ池袋のゴール】   

なりたいワタシと、わたしのなすべきことを明確にしてテイクアウトする！   
　※継続した学びで自分をUpdate! 自分の仕事と世界（社会）を繋げる！ 



<スモールサン非会員の方>
①オフィシャルWEBサイトから 
　スモールサン会員登録

ゼミIKEBUKURO  第6期 カリキュラム 参 加 費 開 催 概 要
165,000円（税込）

スモールサン年会費 33,000 円
ゼミ参加費 132,000 円

参加期間: 2024年1月 ~ 2024年12月
　　　　　   　           　　 ( 月 1 回 : 全 12 回 )

開催時刻: 18時30分～21時00分
        　　　　　（勉強会終了後、懇親会あり）
開催会場: 原則として豊島区池袋で開催。
※開催会場は、講義内容により変わる事がございます。

※会員限定の勉強会のため、ゼミへのご
参加にはスモールサン会員へのご登録が
前提となります。

申 込 み 方 法
<スモールサン会員の方>
①メールまたはファックスでゼミへ��申�み

②事�局からの申�み受け付けメールを�� 

③��書(郵�)を��して���のお��み 

下記URLまたは右記QRコードよ
りオフィシャルサイトへアクセ
スし、入会案内のページから必
要事項をご入力下さい。
https://www.smallsun.jp/

お振込みをもってご参加手続き完了とな
ります。 事務局より、毎月ゼミ開催前に
ご案内のメールを お 送りい たしま す。

お��みをもってご��⼿�き�了となりま

す。 事�局より、�⽉ゼミ開�前にご�内の
メールを お �りい たしま す。

≪メールの場合≫ 
件名を「ゼミIKEBUKURO参加申込み」として、下
記の 必要事項をご連絡下さい。
参加者氏名、会社名、PCメールアドレス、電話番号

≪ファックスの場合≫ 
本紙下部の申込フォームにご記入の上、FAXにてお
送 り下さい。

お申込み・お問合せ （株） 中小企業サポートネットワーク　スモールサン事務局

↓

↓

スモールサン会員向け申込みフォーム

TEL 03-5960-0227 FAX 03-5960-0228 MAIL info@smallsun.jp
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<ゼミ千葉合流開催>

一般教養
（リベラルアーツ）

付加価値向上研究
（生産性向上）

各テーマ研究成果
中間発表

人財育成研究
（権限委譲、主体性、
エンゲージメント）

経営一般
（「業務改善+人財育
成」はじめの一歩！）

＜ゼミ横浜合流開催＞
付加価値向上研究
（生産性向上）
音楽が感性を育む

明日の企業＆起業家
創成研究
隣接異業種、新商品）

＜ゼミ東京合同開催＞
「最新の経済動向と
中小企業経営①」

人財育成研究
（権限委譲、主体
性、エンゲージメン
ト）

2024

1/10
(水)

詳細が決まり次第ご案
内をさせて頂きます。

既存事業の価値を客観的に捉
えることができたなら、そこ
に付加できる価値に何がある
のかを探る。社会の変容に伴
い必要とされる価値が刻々と
変わる今、リアルタイムで求
められる価値をブランディン
グして提供できたなら、それ
はバズること請け合い。需要
に追いつく供給力を身につけ
るには？

創造性を身につけて、自由な生
き方から会社の運営を考える。
答えがない問題にどう対処する
かは、「他の人の言っているこ
とを鵜呑みにしない」というこ
とでもあり、ある時代のある場
所では正しくても、ほかのとこ
ろでは通用しないかもしれな
い。

研究テーマのそれぞれ
について、各回の講演
内容や、メンバー同士
から得た情報による現
状分析を中間発表す
る。研究成果の何を自
社の方針に組み込むべ
きかディスカッション
する。

人事評価制度(報酬体系)の内容
から始まり、KPIロジックツリ
ー(数値目標の策定方法)の説明
を実施。その後、数値目標を
達成するためのコンピテンシ
ー(行動目標)の設定方法をレク
チャー。最後は業務改善を具
体的に実現する工数目標設定
(ジョブオペ™)のお話しとなり
ます。

見つけた課題はどうし
たら解決できるかを考
える。プラスアルファ
するのか、引き算する
のか、その方針と手法
を研究する。

なぜ音楽が人を癒し、鼓舞させる
のか。既存事業の価値を改めて認
識する。誰に対して必要な事業な
のか、その影響範囲は？生産性を
考えたときのボトルネック（課
題）は何か？どうしたらその課題
をクリアできるか。まずは自分自
身を問い、そして会社の既存の強
みを問う。

近未来を想定した企業とは？

新しいニーズをどう見つける

のか？またそれを発見したと

き、自己資本のみで起業する

のか、共同経営の道を探るの

か、あなたならどうする？新

たな会社の経営運営をカタチ

作る秘訣を探る。

権限委譲、主体性、エン
ゲージメントとは何か？
現状の自社ではどうなっ
ているかを洗い出してみ
る。
内在する課題が見つけら
れるか？

＜内訳＞

同一の会社から複数名の方が同じゼミに参加される場合、会員登録は代表の方お一人のみでOKです。
また、ゼミ参加費は1名110,000円(税込)とさせていただきます。
同社からお二人参加の場合：年会費33,000円＋ゼミ参加費220,000円＝253,000円（税込）
1名当たり126,500円でご参加いただけます。ぜひ後継予定や経営幹部の方とご一緒にご参加ください！

＜スモールサンは次世代の育成を応援します！＞
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③��書(郵�)を��して���のお��み
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ゼミ⽣の

研�発��

各テーマ研究成果発表
翌年の準備

テーマ３について、各回
の講演内容を現状分析に
加え3年以内の短期と5年
以上の中長期について予
測した成果を発表する。
研究成果を含み１年を通
じて学んだことを自身ま
たは、会社の次の行動計
画に落とし込みする。

※現時点での内�です。��内�には⻭�更が⽣じることがございます。
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「最新の経済動向と
中小企業経営②」

常に変化する経済の最
新状況と今後の
し、そして今、中小企
業は何をすべきなの
か、豊富な事例を上げ
ながらわかりやすく解
説させていただきま
す。

常に変化する経済の最
新状況と今後の
し、そして今、中小企
業は何をすべきなの
か、豊富な事例を上げ
ながらわかりやすく解
説させていただきま
す。


